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⾃然科学研究科の修⼠１年⽣の皆さん
新たなスタートから１ヶ⽉が経とうとしています。先⽇⾏ったWebアンケート結果を集計しましたのでご覧下さい。
今後のご⾃⾝の研究活動や就職活動、後輩へのアドバイスなどにお役⽴て下さい。

ほかに希望した⼤学院の研究室があったが、不合格だった + すでに内々定を受け
ている企業が修⼠以上での採⽤しか検討していないため
就活に失敗し、内定をもらえなかったため。
やりたいことが変わり、しっかりと⾃分の将来を考える時間が欲しかったから
⾼校の先⽣に勧められたから。
コロナのため
卒業研究に納得がいかなかったから・モラトリアムが欲しかったから
まだ決定ではないが、研究職に就きたいと考えているから。
⼊試が楽だったから
他⼤学院に受験するのは難しいと考えたため、内部進学を選択した
ネームバリュー
営業以外の化学を活かした就職先を希望したから
就職したくなかった
世の中への⾒識を深めるため。
⼈間関係のもつれから⽣じた、進路計画の崩壊

研究についての能⼒を⾝につける必要性を感じたから○インターンシップ○就活○研究室配属
前の紹介の際に、希望する職種が⼤学院への進学で有利になると知ったため○⾊々なことを調
べた○理系は院まで⾏くものという認識があった○就活が上⼿くいかなかったから○学部・博
⼠前期⼀貫プログラムに⼊ったからです。○先⽣に勧められたから○さらに深く研究したいと
思ったから。○専修免許を取ろうと思っていたため○配属された研究室での⽣活を通して、⼈
間的に成⻑できると感じたから。○学部⽣の期間だけでは研究活動が⼗分ではないと考えてい
たため○推薦の話をいただいたから。○修⼠だと給料が⾼いから○就活が上⼿くいかなかった
め。○コロナ禍での就職をためらったため○就活が厳しかったから○⼤学の授業がとても興味
深かったため○周りに院進学がおおかったため○授業○研究が楽しかったから。○教授が尊敬
できる⼈でもっとこの⼈の下で学びたいと思ったから。また、コロナの影響もあり、就活が難
しいと思ったから。○開発職に就きたいと考えていたからです。○就活よりも実験に注⼒して
おり、また、新しい実験技術を習得していた○⾃分の専攻する分野についてより深く学びたい
と考えたため○本学で⾏っている研究に興味があった。○家庭の意向○⾼校時代から研究をし
たいと思っていたから。○⼤学院進学したときの進路の候補の多さ○もっと研究がしたいと
思ったから。○研究を仕事にしたかったため。○先輩とお話しした際に⼤学院に⾏くメリット
を感じたから○やりがいことが変わったことと、物理学をもう少し学びたいと思ったため○公
務員試験に落ちたため○学んだ知識を活かした職に就くためには⼤学院進学の⽅が有利だから
○将来つきたい職業に役⽴つスキルを得られると感じた○将来的に研究職を志しているため。
○両親に⾔われて興味を持った。○⾼校の先⽣に勧められたから。○漠然と深くやりたいと
思った○⾼校の先⽣に勧められたから○就職で内定が決まったと同時に⼤学院の推薦⼊学の候
補者に選ばれ、親に進学するように説得されたからです。○コロナのため○研究に強く興味を
持ったため。○専⾨科⽬に興味を持ったため。○就活○希望する研究室に配属されたから○就
活に有利だから○就活に有利そうだと思ったから○⼀貫プログラムの履修資格を得られたから
○周りと話し合った結果○就活のシーズンになり、⾃分に⾜りないものが多いと感じた○企業
インターンシップに参加した際、⾃分以外が⼤学院⽣だったから。○学部⽣だけの教育では不
⼗分だと感じたから○⾼校⽣の時から、研究職に憧れや興味があったから。○学部・博⼠前期
⼀貫プログラムに参加することを決めたため。○研究をする中で、今後も研究を続けていきた
いと思ったから。○モラトリアム期間の延⻑をしたいと思ったし、外部は⾯倒くさいと思った
から。○コロナで就活しにくかったから○⼤学院卒のほうが社会⼈になった際の給与が⼤きい
ため○親との話し合いで⼤学院を進められたため○将来のことをまじめに考え始めた。○コロ
ナによる経済状況と⾃分の望む職業が院卒の⽅が有利だったため○研究内容に多⼤な興味を
持ったため○研究が嫌いではないと分かったから○まだ将来の展望が未確定だったから○⽣涯
賃⾦の違い○第⼀志望の研究室に⾏けたため。○せっかく⼤学に⼊って勉強しているのならよ
り⾼度な技術、知識を⾝につけた⽅が⾃分にとって得だと考えたから○卒論に取り組んでみて
研究が楽しいと感じたから。○問5と同じ理由○就職か院かを決める時期だったから○就職活
動がうまく⾏かず、⼤学院に進学し、専⾨的な知識をつけてから社会に出ようと思ったから○
元々研究することに興味があり、好きだったことが⼀つ⼤きな理由です。また、就活が⾃分が
希望したようには上⼿くいかず、院⽣の⽅々はよい就職先に就かれていてやはり、就活に有利
であると感じたからです。○⺟親に勧められたから○学部4年⽣の1年間だけでは充分に研究活
動を⾏うことができないと思ったから○なんとなく○親との相談にて○研究職に就きたくなっ
たため○研究の⾯⽩さに気づいたから○技術職のインターンシップで⼤学院⽣が多かったから
○親との話し合いで結果が出たのがその時期であったから。○教員採⽤試験に不合格になった
こと。○学んだ知識を就職に活⽤するには進学の必要があったから○内定先に迷いを感じたか
ら。○教育学部で感じた教育分野でのシステム上の課題の解決⽅法をテクノロジー分野で模索
したいと考えたため○テレビ○コロナの影響もあるが、数学を学びたいという意欲が学習を通
して増したから○研究室のホームページ○採⽤されず、⾃分が結局何がしたいのかわからなく
なったこと○化学を深く学びたかったから○よかったから○就職活動の中で、⾃分の核になる
ものが全く⾒えていなかったため、⼤学院で研究、学会発表などの経験を積んで探していきた
かった。
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